
 

長期にわたってボランティア活動を続けているうちに知り合いが増え、「一般社団法人子どものエ

ンパワメントいわて」が行っていた学習支援活動に、宮古のコーディネーターとして携わるように

なった。それ以外にも、仮設住宅内に子どもの遊び場を作る活動を、県立宮古短期大学部のＪＲＣ

サークルや宮古商業高校のＪＲＣサークルと一緒に行った。 

これらの活動を基に 2013 年２月、次世代を担う子どもたちの成長の場と機会を提供する団体とし

て「ユースみやっこベース」を設立した。以前より地元の高校生から「復興支援活動をしたいが、

他地域の高校生たちと情報を交流する場がない」という相談を受けていたことから、すぐに「第１

回高校生サミット」を開催した。このサミットはこれ以降、毎

月１回開催されている。このサミットで出された意見を形にし

た、地元の店を紹介するマップ「あうぇーこなび」（「あうぇー

こ」とは宮古の方言で「路地」「狭い道」を指す）を 3,000 部

作成した。高校生にとって、自分たちの想いが形となり、更に

は地元の人たちに喜んでもらえたことは、次の活動への意欲と
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手作り感あふれるマップ「あうぇーこなび」 

早川代表理事 

早川代表は福岡県北九州市の出身で、大学を卒業してからの２年

間、ワーキングホリデーでオーストラリアに滞在した。それを終え、

帰国 10 日後に東日本大震災が発生したため就職活動を中断し、被災

地のために自分も何か役に立ちたいと考えていた。 

宮古市災害ボランティアセンターがボランティアの受け入れを開

始するという情報を知り、宮古市とは全く縁がなかったものの、発

生から３ヶ月後の６月に個人ボランティアとして宮古市に入った。 

なっている。現在は先輩たちの想いを引き継いだ後輩た

ちが、宮古市のＰＲビデオを制作しようと奮闘中である。 

早川代表は、「ユースみやっこベースを次の世代が引き

継ぎたいと思えるような、地域に根ざした団体へと成長

させていきたい」と熱く語った。 

（※４月 17 日、宮古市の事務所にて三橋
みつはし

が取材） 


